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＜連絡事項＞
・13：30より大規模震災訓練行っています。
・職員皆様への旅行開催についてのアンケート調査を実施し、
その調査結果を踏まえ今年度は中止の運びとなりました旨を報告させて頂きます。
＜患者様連絡事項＞
・歯科受診メンバー：出河　攻様、風穴　義信様、坂本　のり子様、中村　豊様
　　　　　　　　　　次回10/23受診予定。

・中野渡　鉄男様～眼鏡のレンズがとれた事でスタッフ代行でメガネ屋に行き
レンズをはめてきます。
・＜要注目患者様＞
・岡沼　和久様～23：30休まれています。0：15ゾルビデム（5）1T不眠時服薬後ホールで休まれているが浅眠の様子。3：00起床後、女性患者様と会話され以後再入眠できず6:00頃は睡眠に関して不満が聞かれていた。朝食後薬服用後から眠られるが自ら起きられOTに参加すると言い作業棟に移動されていいます。最後まで参加されています。午後から診察時間まで眠られている。今後も夜間の睡眠状況を確認していきます。
・伊藤　雄一様～起床時には血圧131/81mmHg　脈拍73回/分、実測リズム不整あり、睡眠をとった事で調子が良いと話されています。血圧113/59ｍｍHｇ、脈拍65回/分（不整あり）体調は「悪くない」とのことで活動に参加し短時間体操したようで終了後、体調良くないと話され昼食後休まれている。
・中村　寿昭様～夜間は和室コーナーでテレビを見ながら、特定の女性患者様と会話見られ、スタッフ対応も穏やかで睡眠も確保できています。日中はプログラム終了後もホールで過ごし余暇時も特定の女性患者様から話し掛けにも抵抗なく静かに話しを聞いていた。気分については「大丈夫です」と答えています引き続き衝動的な行動に注意していきます。
・戸賀沢　潔様～起床後風穴様の部屋に入りコップを盗り、スタッフを見るとトイレに入り
トイレにこもり出てこようとしない。スタッフの声掛けで再びトイレに篭っていた。介入しトイレドアを開錠他者のコップを下着の中に隠している。
スタッフに見つかると「他の人のコップです」と話す風穴様のコップで便器の水を篭った状況で飲んだことをスタッフに報告している。風穴さんに謝罪はしているが説明に表面的に返事している。衛生面も考量しトイレ出入りや挙動不審の状況時は確認や見守りを要す。
＜田名部Ｄｒ診察情報＞
・高田　マキ様～血検の結果が改善されているとの説明を受ける。「禁煙解除して下さい。」と話される事があり、病院の方針である事の説明をする。また、18日の外出を楽しみにしている様子で「服買ってくれるんだって…」と表情良く話されている身体面では左下肢の皮膚症状も改善してきている。一度、嘔気を訴えていることがあったが、回復している。日中は之まで同様に作業療法に参加して課題に取り組めている。病棟では時に大声で叫んでいることもあるが、それ以外では概ね静穏に過ごしている。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・畑中　成夫様～自分の退院の事や本日からの人事異動についても話されている。最近の様子としては特に変わったところはなく経過しているが、まだ言動面では特定の女性スタッフに対しての想いを妄想的に訴えていることがみられる。それ以外の目立った逸脱行動はないと思われる。普段は作業療法に之まで通りに参加できている。自作の書き物に取り組んでいるが、普段の入院生活の中で宗教的教義を他患者に干渉的に語っていくことなどはない。
・岡沼　和久様～腰痛は、大分良くなってきたとの事だが良く眠れていない事を話される。同室者の鼾が気になると言う。やはりまだ夜間の睡眠に関しては十分でなく、中途で覚醒しては頓服している日が多くなっている。ベルソムラを使用してから幾分はまとまった時間の睡眠が取れる感じである。同剤は増量していく。見た目には表情も沈うつな様子はなく抑制もない。睡眠の改善目的もかねてアミトリプチリン増量してアナフラニールは減量する。臨時薬は、本日夕・寝る前1日分と一部内容変更にて明日から7日分処方となる。
・中村　寿昭様～10/12の話し合い(本人様不在）で自宅にご家族様が受け入れてくれない事について話されている。今までの自分の行動について反省する発言も聞かれる。12日に父親に電話で話した際に、自宅退院は反対されたことがあって、それからしばらく落ち込んでいることがあった。父としては、今回入院前のように希死念慮からの行動が生じることの心配であったり、自立してもらいたいとの思いであったと思われる。Ｐｔは自暴自棄的な言動も見られて意気消沈していたが、スタッフの介入によって徐々に落ち着きを取りもどしている。今後は、青山荘などの施設入所か単身生活、就労などの可能性が考えられるが、実家の親の意向もだんだんと分かっていただきながら進めていくようにする臨時薬は同内容で7、日分処方となる。
・飯豊　信雄様～体調については「いいです。」と答える。幻聴もないとの事夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面での不調もみられない。普段は之まで通りに作業療法に参加して認知機能訓練課題に取組んでいる。精神症状面では、残遺欠陥状態であるが目立った陽性症状はなく、穏やかに疎通が取れることが多い。
・高橋　伸治様～体調については「いい」と答える。ＯＴで取り組まれているロジックについては、「22マス」と1日の目標を話されている。食事摂取も嘔気など訴えることもなくできており失調性歩行や上肢の過伸展は之まで同様にみられるが、普段は作業療法も続けて参加できていてロジックに取り組めている。精神症状面では情意鈍麻のある欠陥状態であるが精神病陽性症状もなく、穏やかに疎通がとれている。
・高橋　義明様～夜間の睡眠はまだ中途の覚醒はあるようであるが、通して不眠ということはない。食事摂取はパン食で普段は作業療法の場には参加しているが、やはり自分の書き綴りたいことに没入している感じでいる。幻聴や独語も同様にあり、まれに興奮した様子で怒鳴っていることがある為観察を要している。
・杉澤　恵子様～検査の結果ＨｂＡＩｃも血糖値良くなっていますよと説明受けて喜ばれています。身体面では、転倒は見られていなかった。普段はこれまでと同様に作業療法には参加して塗り絵などに取組んでいるが、病棟では時に、他患者の行動に対して不満気に怒声をあげていることがあるが、それ以上のトラブルはない。
・尾嵜　マリ子様～痛みについては「ないです。」と答える。睡眠については「眠れない時があります。」と話されています。身体面では疼痛やしびれ、排尿障害の症状もなく過ごせている。普段はこれまで通りに作業療法に参加して、認知機能訓練課題に取り組んでいる。精神症状面でも、妄想や敵意など精神病陽性症状は顕在なく、穏やかに疎通がとれている。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・蕨　真理様～体調については「変わらないです。」と答える。血検の結果や退院についての説明を受け、了解される。身体面でも腹部痛などの訴えはみられない。普段はこれまで通りに作業療法に参加して課題に集中して取り組んでいる。精神症状面では、幻覚妄想症状などの陽性症状も顕在することなく、今後の退院後の生活も現実的に考えられているようである。
<ＳＳＴミーテング＞
短期目標の振り返り、ウオーミングアップ
